
第１学年 保健体育科 １年間の学習と評価について 

春日部市立東中学校 

１．学習目標 

【体育分野】 

（１） 運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わい、運動を豊かに実践することができるよう
にするため、運動、体力の必要性について理解するとともに、基本的な技能を身につける。 

（２） 運動についての自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝えることができる。 

（３） 運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の役割を果たす、一
人一人の違いを認めようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全に留意し、自己の最善を尽く
して運動ができる。 

【保健分野】 

（１） 個人生活における運動・安全について理解するとともに、基本的な技能を身につける。 
（２） 健康について自他の課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝えること

ができる。 
（３） 生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明るく豊かな生活を送ることができる。 

 

２．年間の授業計画と学習のねらい 

学期 学習内容 学習のねらい 

１ 
学 
期 

◎体育理論 
◎体つくり 
 
 
◎陸上競技Ⅰ：リレー 

◎器械運動：マット 
      跳び箱 
◎水泳 

・学習に興味・関心を持ち、積極的に学習しようとする。 
・体を動かす楽しさや心地よさを味わい、体つくり運動の意義と行い方、体の

動きを高める方法などを理解し、目的に適した運動を身に付け、組み合わせ
ることができる。 

・バトンの受渡しでタイミングを合わせて、個人やチームのタイムをあげる。 
・回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに行うことができる。 
・切り返し系や回転系の基本的な技ができる。 
・水泳の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、安全確保など、水泳に係る知

識を身に付ける。 

２ 
学 
期 

◎体つくり運動 
◎武道：柔道 
 
◎ダンス 

創作ダンス 
 

◎陸上競技Ⅲ 
長距離走 

 

・上記と同様 
・相手の動きに応じた基本動作や基本となる技を用いて簡易な攻防を展開でき

るようにする。 
・創作ダンスでは、多様なテーマから表したいイメージを捉え、動きに変化を

付けて即興的に表現したり、変化のあるひとまとまりの表現にしたりして踊
ることができる。 

・長距離走では、自己のスピードを維持できるフォームでペースを守りなが
ら、一定の距離を走り通し、タイムを短縮したり、競走したりできる。 

 

３ 
学 
期 

◎球技Ⅰ ・ラリーを続けることを重視し、ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動
きによって空いた場所をめぐる攻防ができるようにする。（卓球） 

・ゴール型では、ボール操作と空間に走り込むなどの動きによってゴール前で
の攻防ができる。（サッカー・バスケットボール） 

【健康な生活と疾病の予防】 
○健康の成り立ちと疾病の発生要因 
○運動と健康 〇食生活と健康 
○休養・睡眠と健康 
〇調和のとれた生活 
【心身の機能の発達と心の健康】 
 ○体の発育・発達 
 ○呼吸器・循環器の発育・発達 
○生殖機能の成熟 
 ○異性の尊重と性情報への対処 
〇心の発達  ○自己形成と心の発達 
○心と体の関わり ○欲求と心の健康 
○ストレスによる健康への影響 
○ストレスへの対処の方法 

【健康な生活と疾病の予防】 
健康な生活と疾病の予防について理解できる。また、健康な生
活と疾病の予防について、課題を発見し、その解決に向けて思
考し判断するとともに、それらを表現できる。 
 
【心身の発達と心の健康】 
  心身の機能の発達と心の健康について理解を深めるととも
に、ストレスへの対処ができる。また、心身の発達と心の健康
について、課題を発見し、その解決に向けて思考し判断すると
ともに、それを表現できる。 



３．評価の観点と方法 

【知識及び技能】 

・期末テスト ・学習カードの記入状況（内容） ・タイムや技能（スキルテストなど） 

【思考力・判断力・表現力】 

・学習カードの記入状況（内容） ・授業での活動や声かけなど ・期末テスト 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・授業態度・意欲（公正な態度・意欲を持って取り組んでいる。助け合い協力ができる） 

・授業への参加率（欠席・遅刻や見学の数） ・忘れ物  ・服装  ・安全への配慮  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２学年 保健体育科 １年間の学習と評価について 

春日部市立東中学校 

４．学習目標 

【体育分野】 

（４） 運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わい、運動を豊かに実践することができるよう
にするため、運動、体力の必要性について理解するとともに、基本的な技能を身につける。 

（５） 運動についての自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝えることができる。 

（６） 運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の役割を果たす、一
人一人の違いを認めようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全に留意し、自己の最善を尽く
して運動ができる。 

【保健分野】 

（４） 個人生活における運動・安全について理解するとともに、基本的な技能を身につける。 
（５） 健康について自他の課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝えること

ができる。 
（６） 生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明るく豊かな生活を送ることができる。 

 

５．年間の授業計画と学習のねらい 

学期 学習内容 学習のねらい 

１ 
学 
期 

◎体育理論 
◎体つくり 
 
 
◎陸上競技Ⅰ：リレー 

◎器械運動：跳び箱 
            マット 
◎水泳 

・学習に興味・関心を持ち、積極的に学習しようとする。 
・体を動かす楽しさや心地よさを味わい、体つくり運動の意義と行い方、体の動

きを高める方法などを理解し、目的に適した運動を身に付け、組み合わせるこ
とができる。 

・バトンの受渡しでタイミングを合わせて、個人やチームのタイムをあげる。 
・切り返し系や回転系の基本的な技ができる。 
・回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに行うことができる。 
・水泳の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、安全確保など、水泳に係る知識

を身に付ける。 

２ 
学 
期 

◎体つくり運動 
◎武道：柔道 
 
◎ダンス 

フォークダンス 
 

◎陸上競技Ⅲ 
長距離走 

 

・上記と同様 
・相手の動きに応じた基本動作や基本となる技を用いて簡易な攻防を展開できる

ようにする。 
・日本の民踊ようや外国の踊りから、それらの踊り方の特徴を捉え、音楽に合わ

せて特徴的なステップや動きで踊ること。 
・長距離走では、自己のスピードを維持できるフォームでペースを守りながら、

一定の距離を走り通し、タイムを短縮したり、競走したりできる。 
 

３ 
学 
期 

◎球技Ⅰ ・ラリーを続けることを重視し、ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動き
によって空いた場所をめぐる攻防ができるようにする。（バレー・卓球） 

・ゴール型では、ボール操作と空間に走り込むなどの動きによってゴール前での
攻防ができる。（サッカー） 

【傷害の防止】 
 ○傷害の発生要因 ○交通事故の発生要因 
 ○交通事故の危険予測と回避 
 ○犯罪被害の防止 ○自然災害による危険 
  ○自然災害による傷害の防止 ○共に生きる 
 ○応急手当の意義と方法 

○心肺蘇生法 
【健康な生活と疾病の予防】  

○生活習慣病の起こり方○生活習慣病の予防 
〇がんの予防     ○喫煙と害の健康 
○飲酒の害と健康  ○薬物乱用の害と健康  
○薬物乱用の社会への影響 
○喫煙・飲酒・薬物乱用の要因と適切な対処 

【傷害の防止】 
傷害の防止について理解を深めるとともに、応急手当ができ
る。また、障害の防止について、危険の予測やその回避の方
法を考え、それらを表現できる。 
 
 
 
【健康な生活と病気の予防】 
健康な生活と疾病の予防について理解できる。また、健康な
生活と疾病の予防について、課題を発見し、その解決に向け
て思考し判断するとともに、それらを表現できる。 

 



６．評価の観点と方法 

【知識及び技能】 

・期末テスト ・学習カードの記入状況（内容） ・タイムや技能（スキルテストなど） 

【思考力・判断力・表現力】 

・学習カードの記入状況（内容） ・授業での活動や声かけなど ・期末テスト 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・授業態度・意欲（公正な態度・意欲を持って取り組んでいる。助け合い協力ができる） 

・授業への参加率（欠席・遅刻や見学の数） ・忘れ物  ・服装  ・安全への配慮  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３学年 保健体育科 １年間の学習と評価について 

春日部市立東中学校 

７．学習目標 

【体育分野】 

（７） 運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わい、生涯にわたって運動を豊かに実践するこ

とができるようにするため、運動、体力の必要性について理解するとともに、基本的な技能を身につけ

る。 

（８） 運動についての自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断するとともに、自己や仲

間の考えたことを他者に伝えることができる。 

（９） 運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の役割を果たす、参

画する、一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を確保し、生

涯にわたって運動に親しむ力を身につける。 

【保健分野】 

（７） 個人生活における運動・安全について理解するとともに、基本的な技能を身につける。 

（８） 健康について自他の課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝えること

ができる。 

（９） 生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明るく豊かな生活を送ることができる。 

 

８．年間の授業計画と学習のねらい 

学期 学習内容 学習のねらい 

１ 
学 
期 

◎体育理論 
◎体つくり 
 
 
◎陸上競技Ⅰ：リレー 

◎選択Ⅰ 
・バドミントン 
・ハンドボール 
・ソフトテニス 
 
◎選択Ⅱ 
・水泳 
 
・器械運動 

・学習に興味・関心を持ち、積極的に学習しようとする。 
・体を動かす楽しさや心地よさを味わい、運動を継続する意義、体の構造、運

動の原則などを理解するとともに、健康の保持増進や体力の向上を目指し、
目的に適した運動の計画を立て取り組むことができる。 

・バトンの受渡しでタイミングを合わせて、個人やチームのタイムをあげる。 
・ゴール型では、安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴ

ール前への侵入などから攻防ができる。 
・ボールや用具の操作によって、仲間と連携した「拾う-つなぐ-打つ」などの

一連の流れで攻撃を組み立てたりして、相手側のコートの空いた場所をめぐ
る攻防を展開できるようにする。 

・水泳の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、安全確保など、水泳に係る知
識を身に付ける。 

・跳び箱運動では、切り返し系や回転系の基本的な技を滑らかに安定して行う
こと、条件を変えた技や発展技を行うことができる。 

２ 
学 
期 

◎体つくり運動 
◎陸上競技Ⅱ 

長距離走 
◎選択Ⅲ 
・武道（柔道） 
 
・ダンス（現代的な

リズムのダンス） 
◎陸上競技（跳躍） 

・上記と同様 
・長距離走では、自己に適したペースを維持して、一定の距離を走り通し、タ

イムを短縮したり、競走したりできる。 
 
・相手の動きの変化に応じた基本動作や基本となる技を用いて、相手の構えを

崩し、しかけたり応じたりするなどの攻防ができる。 
・現代的なリズムのダンスでは、リズムの特徴を捉え、変化とまとまりを付け

て、リズムに乗って全身で踊ることができる。 
・スピードに乗った助走から力強く踏み切って跳ぶことができる。リズミカル

な助走から力強く踏み切り滑らかな空間動作で跳ぶことができる。 

３ 
学 
期 

◎選択Ⅳ ・ネット型では、役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動
きによって空いた場所をめぐる攻防ができる。（卓球・バレーボール） 

・易しい投球に対する安定したバット操作により出塁・進塁・得点する攻撃と
仲間と連携した守備のバランスのとれた攻防が展開できる。 

【健康な生活と疾病の予防】  
○感染症の広がり方  ○感染症の予防 
○性感染症の予防   ○エイズの予防 
○医薬品の利用 ○保健・医療機関の利用  
○健康を守る社会の取り組み 
【健康と環境】 
 〇環境への適応能力〇活動に適する環境 
 〇飲料水の衛生的管理   

〇室内の空気の衛生的管理 
 〇生活に伴う廃棄物の衛生的管理 

【健康な生活と疾病の予防】 
健康な生活と疾病の予防について理解できる。また、健康な生
活と疾病の予防について、課題を発見し、その解決に向けて思
考し判断するとともに、それらを表現できる。 
 
【健康と環境】 
 身体には、環境に対してある程度まで適応能力があること。
また、それらに関する情報から課題を発見し、その解決に向
けて思考し判断すると共に、それらを表現することができ
る。 

 



９．評価の観点と方法 

【知識及び技能】 

・期末テスト ・学習カードの記入状況（内容） ・タイムや技能（スキルテストなど） 

【思考力・判断力・表現力】 

・学習カードの記入状況（内容） ・授業での活動や声かけなど ・期末テスト 

【学びに向かう力、人間性等】 

 ・授業態度・意欲（公正な態度・意欲を持って取り組んでいる。助け合い協力ができる） 

・授業への参加率（欠席・遅刻や見学の数） ・忘れ物  ・服装  ・安全への配慮  

 


